
平成 30 年医学生リハビリテーションセミナー感想文 

 

【帝京大学医学部附属溝口病院リハビリテーション科】 

●6年生 

 帝京溝口病院リハビリテーション科を見学させて頂きました。午前と午後の１日で、

院内見学、患者さん診察、嚥下内視鏡検査、ボトックス療法を見学させて頂いた後、経

頭蓋磁気刺激療法についてレクチャーおよび実際に体験をさせて頂きました。 

 診察では、精神疾患を合併しながら前向きにリハビリテーションに取り組まれる女性

の患者さんがとても印象的でした。患者さんそれぞれにはさまざまな背景があり、個々

の背景に合わせたリハビリテーションの展開が大切だと改めて感じました。また診察で

は、患者さんにクッキーを食べてもらいながらの VE やボトックス療法も見学すること

ができました。VE やボトックス療法というと手間がかかる、難しいといった印象を持っ

ていましたが、今までのイメージに反してとても手軽に実施されているのが印象的でし

た。経頭蓋磁気刺激療法は今まで話で聞いたことしかありませんでしたが、今回は講義

のあと実際に患者役として体験でき、具体的なイメージを持つことができました。 

 また、今回の見学では日本のリハビリテーションの現状や動向について実際の臨床で

ご活躍の先生から直接お話を伺うことができ、リハビリテーション科を志望している私

にとって大変貴重な機会となりました。 

 百崎先生には大変お忙しい中にも関わらず気さくに親切にご対応をいただき、心より

感謝申し上げております。１日という短い時間でしたが、おかげさまで内容豊富なとて

も充実した見学となりました。リハビリテーションについてもさまざまな教科書があり

ますが、セミナーの中で実際に見て触れることで得られるイメージが大きな学びとなっ

ています。これからも機会を見つけてセミナーを活用させて頂きたいと思います。あり

がとうございます。 

 

 

【藤田医科大学病院・藤田医科大学七栗記念病院】 

●5年生 

1）オリエンテーションで院長先生が横糸と縦糸の話をされたのが心に残りました。臓器

ごとの問題点だけでなく、患者さんの機能 

や生活に沿った軸で見学や体験をしてみたいと思うことができました。特に症例の検討

を通して学ぶことができたのが良かったです。患者さんの生活様式やニーズを把握する

こと、機能の評価の仕方、今後の見通し、計画について、本人やご家族、さらには多職

種で話し合って行くという流れを知ることができました。症例は脳血管障害の患者さん

で、麻痺が顕著でしたが、その他にも、半側空間無視等の注意障害や意識障害などリハ

ビリをする上で今後注意すべき問題点があるということを気がつかなかったので、もっ

と幅広く捉えるようになりたいと思いました。体験や実習を数多くやらせていただきな

がら、リハビリテーションについて感じ、理解することができました。また、リハビリ

テーション講座の皆様と全国から集まった参加者の方々から色々なお話をお聞きする

ことができ、自分の進路を考える上で今回出会った方々の存在がとても大きなものにな



ると思います。前回参加してから時間が経っておりま下が、顔や名前を覚えて下さって

いて、あたたかくお迎えいただき嬉しかったです。２回目の参加でしたが、改めてリハ

ビリテーション医学に興味を持ちました。ありがとうございました。 

2）他の施設では体験できないロボットリハビリテーションの体験、嚥下内視鏡検査や嚥

下食の試食など実践の多いセミナーで大変有意義な時間を過ごすことができました。新

しくオープンした回復期病床の見学では規模の大きさに驚かされました。リハビリテー

ションはまだまだやることの多い領域でその面白さを感じました。将来の進路選択の参

考にさせていただきます。 

3）たのしく勉強ができました。ありがとうございました。 

4）多くの経験をさせていただき、ありがとうございました。ロボットなども体験でき、

本当に楽しかったです。今後とも参加させていただきたいです。ありがとうございまし

た。 

5）臨床、教育、研究の骨太な恵まれた環境であると感じました。随時、私の拙い質問に

も懇切丁寧にお答え下さり感謝しております。実際に患者さんをリハビリテーション科

の医師の立場である診るという体験、神経伝導検査で感じたビクリという腕・指の刺激、

様々な装具を組み合わせて段階を見ながらトレーニングする体験その一つ一つが百聞

は一見に敷かずの連続でした。患者さんの活動を見て、患者さんのその後の生活、暮ら

しを考えて行くという視点を学生の時代から心がけようと思いました。今回は 1日のみ

の参加となり大変残念です。またの機会に再び貴科のセミナーで学ばせていただきたい

です。今後ともよろしくお願いいたします。 

 

●6 年生 

1）リハビリテーションのプランの立案には、患者さんの生活環境や社会背景も考慮に入

れた上で退院時の目標を設定することが分かりました。その目標と患者さんあるいはそ

の家族が抱いているイメージに相違がある場合は医師が患者さんとその家族を含めた

話し合いの場を設け、達成が可能な範囲を伝えなければならず、他のどの科よりもトー

クスキルを要すると考えました。自分の大学以外の大学病院で３日間という長い期間を

過ごさせていただいたのは今回が初めてであり、他大学の雰囲気はかなり自分の大学の

それとは違うものだと感じました。優しい先生たちばかりで藤田保健衛生の学生さんは

親しみやすい方がたちばかりで、本当に良い大学だと感じました。 

2）今回２日間参加させていただきました。前回の「リハビリテーションとはなんだろ

う？」という視点ではなく、新たな視点で体験することができました。また、今回新し

く見学で学ぶことも多く、とても充実した GW を過ごすことができました。ぜひ機会があ

れば又参加させていただければと思います。今回はありがとうございました。 

3）昨年の夏に来たさいと内容か変わっているところが多く、新鮮味があってたのしかっ

たです。1日と短い期間でしたがお世話になりました。ありがとうございました。 

4）現場の歩行訓練の見学をすることができ、とても充実した時間を過ごすことができま

した。訓練の様子を見ていうと、現場ならでは難しさも伝わって来て、その分チームと

してアプローチするやりがいもカンファレンス見学を通じて、その一端を感じることが

できました。また、ポリクリ実習以来、神経伝導検査を体験したり、ADL 補助具も装着

して見たりと、１日でかなり盛りだくさんの体験をさせて頂き、とても楽しく面白かっ



たです。二日目は藤田のリハビリテーション科のとりくみが日本で最先端であることを

学習することができ、とても驚きました。特に臨床における疑問が直接的に機械開発に

結びつけられる文化があるところが、それをすぐに臨床応用可能か試すことができると

いう一連の過程を目の当たりにでき大変衝撃を受けました。のみならず、七栗では様々

にリハビリテーションの側面があることを学ぶことができました。大学として先端の研

究だけでなく地域に目を向けた部分にまで注力されている点は、この幅広さこそリハビ

リテーションの本質なんだと気付かされました。２日間どうもありがとうございました。 

5）1 日しか参加できませんでしたが、とても楽しく勉強させて頂きました！患者さんの

立場だけでなく、介護者の立場も考えることが大切だと感じました。また、参加させて

頂きたいです。ありがとうございました！ 

 

●研修医 

1）リハビリテーションの世界が幅広くて自分の知らないことがたくさんあり、大変勉強

になりました。貴重な機会、ありがとうございました。 

2）以前見学させていただいた時と変わっている分も多く、大変勉強になりました。今後

またどのような患者にどのように考えて、どうコーディネートしているのか勉強させて

いただければ嬉しいです。 

3）楽しかったです！ 

4）本当に素晴らしい環境だと思いました。ここまで設備の整ったリハビリテーション科

を知りません。とてもよい刺激となりました。今後の研修も頑張りたいと思います。あ

りがとうございました。 

5）リハビリテーション科の先生や志望する研修医とたくさん話すことができ、相談でき

る人が周りに少ないのでとてもよかったです。特に脊損、脳血管、嚥下のよくなる様子

やお話が聞けてよかったです。今回のセミナーでリハビリテーション科のイメージが何

となく自分の中に出来始めた気がしました。色々な検査の活用法も、昔ながらの各専門

で分割ではなくリハビリテーション科の先生の活用法というものが理解出来るもので

した。リハ医とは何か、より前と比べてイメージができたと思います。開発や研究が盛

んにされているところを目の当たりにして、医療は内服する薬や外科処置だけでなく

色々な手技で治療になるのだと強く感じました。 

6）以前学生のときにもこのセミナーには参加させて頂きました。当時は知識も経験もな

くただリハビリテーション科医についてなんとなく興味を持つ程度でした。今回研修医

２年目になり知識も経験も以前よりはついた状態でのセミナー参加で、当時よりも理解

出来ることが多く大変意義深い時間を過ごせました。特に実際の患者さんの症例紹介、

診察、訓練建学、ミニカンファなどは実際のリハビリテーションがどういう感じなのか

を目の当たりにすることができ、興味深いものでした。本日はありがとうございました。

学生のときにも参加させていただきましたが、研修医となって現場を知った状態で今回

また見させて頂くと違った視点から見ることができ大変興味深かったです。最新のリハ

ビリテーション機器の体験や昼食会などでの先生方のお話など他の機会ではなかなか

できないことをさせていただきまして大変意義深い経験ができました。３日間ありがと

うございました。 

7）１日だけしか参加できませんでしたが、体験中心で楽しいセミナーでした。PT や OT



の講義も非常に貴重な機会だったので良かったです。 

8）先生方がとても熱心に教えてくださったので、とても勉強になりました。ありがとう

ございました。急性期、回復期、維持期それぞ 

れのリハビリテーションの違いや特色についても説明していただければ、より良かった

と思います。またこの病院の特色や取り組みについてもお聞きしたかったです。リハビ

リテーションの必要度は周知されてきているとは思いますが、リハビリテーション医の

仕事内容についてはまだまだ知られていないことが多く、私自身、他病院でどんなリハ

ビリテーションが行なわれているのか知らなかったので、今回のセミナーはとても勉強

になりました。ロボットによるリハビリテーションも初めて見ることができ、良い経験

になりました。ありがとうございます。 

9）3 日間を通じて他科とは違うリハビリテーション科医の仕事を知ることができた。参

加者同士での実践、患者さんに協力してもらっての症例検討もあり能動的に関わること

ができました。実際の患者さんに協力いただいて診察・評価・討論できたことが最も良

かった点です。学生、他病院で研修中、他病院で他科の医師として働かせている先生ら

に、普段のリハビリテーション科医師の日常業務、タイムスケジュールなどもオリエン

テーションか講義で教えていただけるとリハビリテーション科医師の仕事がよりわか

ると思います。 

 

●医師 

1）広範囲に渡り基礎・実践から最先端の事まで学ぶことができて大変有意義な連休でし

た（広く浅くかもしれませんが）。また、皆さんの活気を感じるだけでも元気がわいてく

るようでした。本当にありがとうございました。 

2）貴重な体験をさせていただきありがとうございました。実際に体験しなければ、感じ

られなかったとこに気づきがありました。今後の診療にもつなげていきたいと思います。

ありがとうございました。 

3）他大学や他のリハビリ専門病院では経験できない最先端の技術を体験でき、充実した

２日間を過ごすことができた。リハビリテーション科医を考えている研修医はさらに数

日間の病院見学をすることで理解が深まると思う。 

 

 

【JCHO 東京新宿メディカルセンターリハビリテーション科】 
●私立大学医学部 5年女性 

(2018 年 1 月４日) 

本日はお忙しい中、私のために時間を割いて下さり本当にありがとうございました。1日

という短い時間でしたが、急性期から回復期まで、臨床の場でのリハビリテーションに

触れ、リハビリテーションの基礎が詰まった濃い実習をさせていただきました。カンフ

ァレンス、入院判定会議、病棟回診、面談見学など多くの場に参加させていただき、さ

らにリハビリテーション医学総論・摂食機能に関するクルズスも実施していただきまし

た。 

始めはわからないことがほとんどでしたが、一つ一つの動作の理由や目的まで丁寧に解

説していただき、リハビリテーションという分野への理解を深めることが出来ました。 



本日の実習を通して東京新宿メディカルセンター リハビリテーション科の雰囲気を感

じることができ、スタッフの皆様の医療に対する情熱あふれる姿勢を見て、私もこの病

院で働きたいという思いが強まった 1日でした。 

今後はご教授いただきました貴重な体験を糧とし、日々勉強に努めたいと思います。 

 

●国立大学医学部 4年生男性 

(2018 年 3 月 23 日) 

入院患者さんの経過報告と他院から転院希望の患者さんの受け入れ可否に関するカン

ファ、病棟回診、患者さんやそのご家族との面談、歯科口腔外科との摂食機能回診など、

リハ医の日常業務全般を見学させて頂きました。 

今までどこの病院に行っても、現場の見学ばかりでしたが、今回は私一人のためにミニ

レクチャーを 2つも用意して下さり、より理解が深まりました。他にも、東京でリハ医

をやっていくためにはどうすればいいかなど、通常ではとても入手しにくい情報をたく

さん教えて頂き、感激しました。 

面談で患者さんとご家族に丁寧に病状の説明をしたり、質問にしっかりと答えることで

信頼を得る一方で、対処しづらい患者さんに対する接し方の難しさも学べました。 

怪我や疾病により機能の障害・低下があっても、生活の質の低下には直結させない、リ

ハはそのためにあるのだということが一番印象に残りました。漠然としていたリハビリ

テーションの世界の輪郭がくっきりと見えた気がしました。大変有意義な 1 日でした。

本当にありがとうございました。       

 

●私立大学医学部 5年生 

(2018 年４月 25 日) 

室生先生をはじめとする皆様に丁寧にご指導頂き、リハビリテーションについての知識

を深めることが出来ました。 

また、研修医の先生には、貴院での初期研修がいかに充実した 2年間であるかを伺うこ

とが出来、実り多い見学となりました。科ごとの垣根が低く、教育的で温かな雰囲気の

貴院にて初期研修させて頂けるよう、今後はますます勉学に励んで参ります。 

本日は本当にありがとうございました。今後ともどうぞ宜しくお願い申し上げます。 

 


